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慢性疾患、とくにがんが進行すると悪液質となり、筋肉量が減り、筋力が落ちます。がんと炎症の関係がみえるようになり、

診療の一部に抗炎症治療が位置づけられてきましたが、その対策は道半ばです。悪液質は進行がんに認められることが多

く、筋肉が減少することによって治療効果、QOL低下や生命予後に悪影響をおよぼすことから、病態を解明して、対策を講じ

る試みが行われています。本特集では、悪液質の定義や分類、原因、診断基準、一般的な管理法、栄養状態の評価、栄養

管理方法について、トップランナーの先生方にご執筆いただきたいと思います。

特集

1 悪液質とは 中村陽一 東邦大学医療センター大森病院緩和ケアセンター教授

読者ターゲット 病院および福祉施設などの栄養士、管理栄養士、栄養療法に関心のある医師、
看護師などNSTを構成するメンバー

ＡＤポイント 創刊18年目。人間の健康や寿命にいちばん関連のある日常の栄養学の専門誌。
食事・栄養療法の知識・技術の最新情報を発信します。

●在宅での栄養ケアを支える お手軽！介護食・嚥下調整食レシピ

ほか
連載

●生活と治療に直結する 小児栄養の基礎知識と最新情報

●高齢者施設＆障害者支援施設向け コツコツやろう！ ミールラウンドのコツを教えます★

2 悪液質の種類

3 悪液質の原因

4 悪液質の診断基準

5 悪液質を示す患者の一般的な管理法

6 悪液質を示す患者の栄養状態の評価

7 悪液質を示す患者の栄養管理方法
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